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１ 開 会 

委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

 委員長：お諮りします。学校教育課から、先日発生したスクールバスの事故の件につい

て報告したい旨申し出があり、これを認めたいと思います。異議ありませんか。 

（異議なし） 

委員長：報告を受けることに決定します。 

（説明員入室、資料配布） 

委員長：担当課から報告願います。 



学校教育課長：スクールバス登校時の横転事故について。対象路線は芽室太・関山・毛

根線。対象学校名は芽室西小学校、芽室西中学校。事故当時の乗車児童生徒数は１０

名で内訳は児童５名、生徒５名である。本路線の通常乗車数は児童１５名、生徒１４

名の合計２９名で、乗車していない１９名は保護者に送迎いただいた。 

  発生日時は令和３年１月２７日（水）午前７時４０分頃、発生場所は芽室町毛根北

８線３２号付近。８線道路を東から西、御影方面に走行中の事故であった。事故の原

因は、降雪による視界不良で道路幅の把握がしにくい状況にあり、道路右側の路肩

に運転席側が下になり横転した。バスから自力での脱出が困難だったため、消防の

出動により救出された。転倒から救出までは１時間程度を要している。痛みを訴え

る児童生徒もおり、全員を公立芽室病院に搬送、打撲２名、骨折１名の診断を受け

た。昨日の時点ではその他の児童生徒に外傷はなく、医師の診断についても異常な

しとの報告を受けている。事故発生後に教育長、学校教育課長で６世帯を訪問し謝

罪した。教育委員会としては、今回の事故を受けスクールバス運行管理に万全を期

するとともに、バス会社や関係部署と連携を図り万全の注意を払って運行していく。 

委員長：以上で報告を終わります。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

  ア 公立芽室病院の経営状況（令和２年度第３四半期） 

委員長：担当課から説明願う。 

病院事務長：事務長補佐から説明する。 

病院事務長補佐：総収益は昨年比１７３，４７６千円の増。入院収益、外来収益はコロ

ナの影響により減となっている。医業外収益が昨年度比２０３，１８７千円の増と

なっているのは、新型コロナウイルス感染症に関する補助金１８７，３１１千円に

よるもの。コロナ関連補助金のうち「感染症空床確保促進事業費補助金」１１４，６

００千円を１２月補正しており、内訳が１０月５日概算支払済額１９，４５６千円、

１２月下旬概算支払予定額９５，１４４千円となっている。今後は２月概算支払予

定額１１１，３９９千円、４月精算時概算額５８，２９２千円が入ってくることによ

り、入院・外来収益をカバーしていけると考えている。また、院内クラスターのあっ

た１２／２１～１／６までの期間は、協力機関として１床あたり５２千円の交付申

請額が７１千円となり、補助金の増額となる。特別利益４７，３２１千円は職員慰労

金分の補助金。 

  総費用は昨年比８２，０７５千円の増。特別損失は特別利益と同額となる。突出し

ているのは職員給与費６１，２９６千円の増で、会計年度任用職員のボーナス分が

ある。また、窓口の一部直営化により委託料が減った分会計年度が増額になってい

る。療養病床開設に向け介護職員の積極的な採用も見据えていかなくてはならない。

収支の差し引きは９１，４０１千円の増となった。１２月補正等もあり、現金預金は

昨年より４５，０３６千円の減となっている。企業債残高は４７，６０９千円の減

で、借入金を順調に返済している。過年度未収金は４７５千円の減で、例年に比べ少

しずつ回収できている状況。 



医事係長：入院計は前年比８３３人の減。１１月に回復傾向にあったが、院内クラスタ

ーの発生により新規入院を止めたため、稼働率が上がることなく推移した。外来は

前年比７，４７３人の減。同様に外来診療を止めることになり大きく減少した。 

月別の入院状況は、１１月末に回復傾向にあり人数が少し増えているが、一人の

平均単価が大きく減少している。新規入院が取れないと診療報酬上、高い入院料に

ならないことと、長期の入院が続き診療の少ない患者が多い状況となったためであ

る。月別の外来状況。今年度最も少ない患者数となった。特に耳鼻科外来は、院内ク

ラスター発生により旭川医大からの耳鼻科医師の支援が受けられず、診療日数が減

った。 

 委員長：質疑を行う。 

常通委員：耳鼻科外来について、出張医の今後はどのようになるか。 

病院事務長：旭川医大に関しては医大の基準があり、院内クラスターが発生した病院

への出張は１か月禁止となっている。当直業務についても出張医で補っているが、

これも同様であるため、旭川医大以外の本州の出張医に診療いただく体制を取って

いる。管外からの出張医には比較的早めに復帰いただいた。２月からは通常どおり

の体制となる。 

渡辺委員：空床確保について。１２月下旬概算支払予定額分までは、既に支払われてい

るのか。 

病院事務長：２月概算支払予定の１１１，３９９千円は１月２６日に入金された。クラ

スターで協力医療機関からみなし重点医療機関に認定されたことによる補助金の増

額が含まれている。道とのヒアリングから１週間ほどで振り込まれたため、外来診

療等が止まった中、不足する収益分が賄われ非常に助かった。十勝管内では自治体

病院の協力医療機関として唯一であるため道の期待も大きく、町民以外の受け入れ

をしていくという姿勢についても一定の評価をいただいている。 

渡辺委員：資金不足比率について。平成３０年度は△１５％、令和元年度は△３％ほど

であったが、今後の見込みは。 

病院事務長：コロナ関連の補助金は入っているが、診療の一貫とした報酬と捉えつつ、

最終的には資金収支不足については圧縮できるという見込みを立てている。 

渡辺委員：療養病床の開始について、８／５の委員会では１０月から翌年４月に変更

するとの報告があったが今後の見込みは。 

病院事務長：療養病棟は３階を予定していたがコロナ病床に転嫁しており、施設基準

から同じフロアに設けられないことになっている。２階４階の使い分けがポイント

になる。療養病棟とコロナをどう一緒に対応していくか、院内の対策委員会で道と

も協議相談の上２月いっぱいをかけ計画を立てていきたいと事務局案を示したとこ

ろ。４月に直ちに実施できる段階ではないが、継続した対応を考えていきたい。 

渡辺委員：受け入れ協力医療機関の指定を受けているが、当面これを継続していく考

えか。 

病院事務長：直ちに回答できないが、病院経営を考えるとコロナに取り組んだからこ

そ補助金が入り最終的には去年よりいいという状況。経営状況からみると継続せざ

るを得ないと思うが、病棟医師、看護師、療養病床のために採用した介護士、そこの



合意納得は大切だと思っている。現在保健所から入院患者の要請を受けているが、

管内のクラスター病院と施設は終息を迎えていない。高齢者が感染した場合、１４

日が経過しても体へのダメージが大きく施設に帰せない状況もある。重点病院から

協力病院である当院に、そういった患者の入院要請があるという予測もしている。 

渡辺委員：コロナ患者を受け入れた場合、介護施設に入所されている方は施設に戻っ

てからクラスターにならないような、陰性が間違いなく確認できるような、帰る前

にＰＣＲ検査を受けられる体制が重要と思うが。 

病院事務長：退院時にＰＣＲ検査をするという国の指針はない。検査には費用がかか

るがどこが持つかが問題。施設からも要求があったが、施設側では持てないと。当院

では検査はできるが国の指針にないため、病院側が費用を持つことにはならない。 

橋本委員：医療従事者の疲弊の度合いやメンタルの相談はあったか。 

病院事務長：クラスター時の疲弊はあった。メンタル面についても少なからずあるが

現在は落ち着いている。クラスター時は休みが取れなかったが現在は消化してもら

っている。道にも相談に応じる体制があるがそこに相談する案件はなかった。 

橋本委員：退職した方はいたのか。 

病院事務長：直接の原因かはわからないが、退職された方はいた。協力医療病院となっ

たことがひとつの原因であったかもしれない。 

委員長：以上で調査事項「ア 公立芽室病院の経営状況（令和２年度第３四半期）」を

終了する。 

 

 イ 第８期芽室町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定について 

委員長：担当課から説明願う。 

保健福祉課長：部会４回、都度委員会で説明してきた。原案が固まったためその説明。

部会の概要についても説明する。詳細は担当から説明する。 

高齢者相談係主査：資料２－１原案について。１１月に説明した素案に各事業の目標

値を加えた。高齢者の人口推計など、５月末時点の数値を９月末時点に修正したも

のとなっている。１０ページ第２章高齢者人口の将来推計について。素案では各年

度５月時点の数値となっていたが、直近の実績値に近づけるため９月時点の数値に

変更している。計画期間中の令和３～５年の数値は、５月時点と比べて１５人程度

の増加となっている。１７ページ認知症の状況について。９月末時点の数値に修正、

５月と９月時点では２人の増加となり同程度の人数となっている。２９ページ介護

保険認定者数と給付実績について。５月の数値を９月末時点に修正、令和３～５年

の数値に関してはほぼ同様であり、８０歳以上人口のピークの時期と認定者数のピ

ークの時期についても変更はない。３６ページ第３章からは、計画の審議会である

「高齢者・介護部会」での意見を反映したもの及び重点事業の目標値について説明

する。４２ページ（２）高齢者支援活動推進事業。コロナ禍における高齢者の外出機

会の確保への対策について、下線部について追記している。また、表の一番下の行に

社会参加を途切れさせない働きかけとして、「活動をやめた方への連絡・訪問」を新

設した。（３）高齢者体力増進教室。社会参加を途切れさせない働きかけとして、目

標値に「フォローアップ講座の開催」と「活動をやめた方への連絡・訪問」を新設し



た。４６ページ（１１）後期高齢者特定健診事業。クレアチニン、アルブミン値につ

いて、注釈を加えている。５０ページ（２４）家庭訪問。目標値に健康状態不明高齢

者の訪問を新設した。目標値にある７０件は、システムで一覧として挙がってきた

健診や受診をしていない高齢者の人数。第７期計画における訪問延べ件数は、例年

１，１５０件程度。例年の訪問に加え、新たに健康状態不明高齢者を加えて１，２７

０件程度としている。５１ページ（１）認知症初期集中支援事業。目標値を「支援に

よりサービス利用に至った割合」とした。この事業は、受診や介護保険サービスの利

用が難しい認知症の方を専門職が支援することで、サービスを利用できるようにし、

在宅生活の継続を目指す。５２ページ（３）認知症サポーター養成事業。チームオレ

ンジの注釈を追記した。 

介護保険係主事：６３ページ基本目標３（１）施設整備の方針。地域密着型サービスに

ついて、イ認知症対応型通所介護（認知症デイサービス）の文書後半の文言を修正し

た。７１ページ介護サービス量の見込みと７５ページ標準給付費等の見込みを、最

新の給付状況を加味し修正した。８０ページ⑤保険者機能強化推進交付金及び保険

者努力支援交付金の活用についての説明を追加した。８１ページ第８期介護保険料

収納必要額の各金額の修正、「保険者機能強化推進交付金及び保険者努力支援交付

金の活用」を追加し、第８期介護保険料基準額を６，３００円と見込んだ。資料２－

２については第３回・第４回高齢者・介護部会の要旨となっている。 

委員長：質疑を行う。 

寺町委員：認知症の程度の定義はあるのか。 

委員長：１７ページの認知症の状況についての質疑となる。 

保健福祉課長：医師が認めた病名ということでご理解いただきたい。 

中田委員：５２ページ認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク事業。実際に行方不明にな

った際、全員無事に見つかったのか。 

保健福祉課長：令和２年度については、２例あった。１例は捜索できたがもう１例はご

遺体で発見された。 

中田委員：速やかに無事故で見つかるよう他の対策等の検討はされたのか。 

保健福祉課長：高齢者にかかわらず行方不明者の捜索については基本的に消防や警察

等と連携をした活動を行っている。高齢者に関しては段階的に家族から広範囲にな

っていく。担当は保健福祉課だが町全体で対応している。 

中田委員：他の事例では、事前に徘徊の恐れのある高齢者には、通信付きのシールを貼

るなどすぐに捜索できる体制を取っているところもあるが。 

保健福祉課長：ＳＯＳネットワーク事業の登録者は１０人程度。その方の要旨や症状、

介護の具合を登録している。町としてはＧＰＳ機能を利用した探知機の普及、啓発

ＰＲに努めていきたい。 

常通委員：４２ページ高齢者支援活動推進事業と体力増進教室開催事業の目標値の新

設「活動をやめた方への連絡・訪問」についての詳細を。 

高齢者相談係主査：高齢者支援活動推進事業では、３か月ごとに団体から出欠連絡を

実績報告書に合わせ提出いただいている。体調が悪そうということであればすぐに

連絡する。年度末には１年間来られなかった方には連絡・訪問を行っている。体力増



進教室も同様に、フォローアップ講座で活動が把握できるので都度連絡している。 

常通委員：何人程度の方が辞めているのか。また想定についても。 

高齢者相談係主査：高齢者支援活動推進事業では、令和２年度１２月末時点では１４

人程度。２０人程度を想定している。 

常通委員：フォローしながら事業を続けていただきたいが。 

保健福祉課長：第７期計画においても力点おいている事業。今後も取り進めていきた

い。 

寺町委員：５１ページ基本目標２の方針に住民による支えあいを進めるという記述が

ある。実際、行方不明者の捜索依頼が新聞広告に出たが、その後葬儀を終わらせたと

いう記事が掲載された。居場所がわかるようなシステムを考えていくという答弁だ

ったが、５２ページＳＯＳ事業の参考数値では１０人の登録者しかいない。認知症

の方に対して少ないのでは。広く周知する必要があると考えるが。 

保健福祉課長：令和元年度末１５人から１０人に減ったのは施設入所があったため。

第８期の計画では認知症に対する施策を充実させていく必要があると考えている。 

梶澤委員：コロナ禍を受けて目標値を設定したと思うが考え方は。 

保健福祉課長：第８期については調査を踏まえたもの。３年スパンで作るものである

ので、高齢化のスピードや人口減、サービスのニーズを前提に計画を作ってきた。介

護部会でコロナ禍に応じた個別の対応が必要だという意見もあり原案に反映させた

ものもある。特に介護予防に関し、出控えにより活動に参加しなくなったのか、認知

症の進行なのか介護度が上がったことによるのか等、様々な理由がある。そういっ

た部分を今後は相談や訪問でコロナ禍に対応できるような体制を取っていく必要が

あると考えている。 

梶澤委員：５３ページ食事サービス事業。令和２年度の状況は。 

保健福祉課長：近年は配食時の高齢者の状況確認を含め業者に報償費も支出している。

令和２年度の件数については担当者から説明する。 

高齢者相談係長：申込があったのは７３名。主な理由ついては制限食が必要であった

り、体調不良で支度ができないという方が多くなっている。 

梶澤委員：令和３年の目標値６９人は少ないのでは。計画の変更は可能なのか。 

保健福祉課長：計画を変更できないわけではないが、１２月末にパブコメが終わり、２

月下旬に協議会にかける予定となっている。数値を直すのは難しいが、ここでの意

見を協議会で諮り検討していきたい。 

梶澤委員：３年という短期間の計画。現状を踏まえての計画にすべき。コロナ禍である

ことや、健康で安心な自立した生活の継続ということであるので、設定を高くして

もいいと考えるが。 

保健福祉課長：現段階の案であるためこの議論を協議会で説明し、より具体的な数値

に直すことを検討したい。 

渡辺委員：パブコメではどういった意見が寄せられたのか。 

保健福祉課長：意見はなかった。 

渡辺委員：４２ページ高齢者支援活動推進事業、４３ページ機能訓練・脳活性化教室開

催事業にコロナに関する文言が盛り込まれている。前回の委員会で同僚委員からコ



ロナに関する文言を明記した方がいいとの意見があり、盛り込まれた部分もあるか

と思うが、コロナの長期化による影響で生活様式が変化しており、外出・受診控えも

出ていると聞いている。地域との繋がりが今まで以上に希薄になっている。今後ワ

クチン接種が始まるが、すぐに前の生活に戻るわけではない。コロナに関する記載

は個別の事業に限定しているが、その事業に参加していない高齢者の心のケアなど

を５０ページの家庭訪問でフォローしていく考えがあるならば、４１ページの基本

目標の方針に、コロナによる影響の対策を盛り込んではどうかと思うが、議論の経

過などあったのか。 

保健福祉課長：前回委員会で出た意見は第３回の部会を経て文言修正した。様々な意

見があったが、方針にかかる部分はかなり揉んでいるため、これで協議会にかけた

い。個々の事業の中で実施していく際にコロナを意識した事業展開ができればと考

えている。 

渡辺委員：８１ページ介護保険料の算定。基準額は前回６，４３０円と示されていた

が、基金取り崩しにより６，３００円となった。今後も基金についてどういった考え

を持って進めていこうとしているのか。 

保健福祉課長：基金の取り崩しや保険者機能強化推進交付金で財源が見込めるという

ことで全体の保険料の軽減が図られた。基金については基本的には特別会計の収支

がマイナスの時は取り崩す要素があり、ここ数年残高としては７千万円を維持して

おり、第７期の事業計画の見込みが予定どおり進んだという認識でいる。中長期的

に特別会計の収支計画を見込みながら、基金については７千万がベースであること

から、使い切るよりもまずは３か年の計画の中で適切な収支計画を見込んでいくこ

とが重要と考えている。 

渡辺委員：１３０円下がったとはいえ、現行６，０４０円からは基準額では２６０円増

えることになる。厳しく生活されている方にとっては大きな金額である。担当課の

認識は。 

保健福祉課長：従来から低所得者の軽減策も盛り込んでいる。様々な方策を介護保険

特別会計の運営に支障のないよう進めていきたいと考えている。 

梶澤委員：お互い支え合うような仕組みが必要だと考える。６６ページ支えあいの町

づくり人材育成事業。昨日の議会モニター会議でコロナ禍だからこそ人と人が支え

合うような社会を作っていきたいという言葉をいただいたところ。初任者研修開催

回数の目標値１回としているが、他にも実施すべきでは。 

保健福祉課長：第８期の中で重点事業として人材育成を盛り込んでいる。今回所管が

高齢者相談係から介護保険係に変更となり、コロナ禍も踏まえ若干手法を変えてい

こうとしている。計画策定に当たり、３福祉事業者とテーマを人材育成として意見

交換を行った。人材不足に対しどのように対応していくのか、それぞれの立場での

取り組みがあるが、第８期より一層強化していくというベースで事業を取り進めて

いきたい。 

梶澤委員：福祉分野に限らず人材育成は課題である。なかなか進んでいないという事

実もある。高齢者を支える人の育成は重要であるため、前面に出して取り組んでい

ただきたい。 



保健福祉課長：小中学生を対象とした出前講座がある。職場体験のような、将来の自分

の職業を考えたときに介護の分野は大変だけど魅力ある仕事ということをわかって

いただくようなメニューも今後検討していきたい。 

  委員長：以上で調査事項「イ 第８期芽室町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

の策定について」を終了する。 

  

ウ 第６期芽室町障がい者福祉計画の策定について 

委員長：担当課から説明願う。 

保健福祉課長：障害者部会で３回の会議を行い原案を固めた。概要を担当者から説明。 

障がい福祉係長：資料３－１について。９ページ第２章障がいのある人等の状況から

「精神障がい者（手帳保持者）数の推移」グラフについては、その数は毎年増加し

ており年齢別では１８歳～６４歳の方が高くなっている。１３ページ基本目標は

「誰もが健康で自分らしく笑顔で暮らせるまちづくり」とし、４つの基本施策 

・早期発見及び早期支援 ・就労支援体制の強化 ・生活支援の充実 

・支援を広げるための施策の充実、とした。２０ページ（３）一般就労定着支援の

促進と雇用環境の整備についての項目４「働く障がい者の通勤支援」の内容は、通

勤サポートの仕組みを構築し、一般就労した障がい者が安心して働く続けられるよ

うに、就労の継続や新たな雇用ができるように取組むとしている。 

（４）農福連携の拡充については、農福連携協議会を設置し、農業者・農協・福祉

就労事業所との間で情報共有を行い、農福連携の拡充を推進する、という内容であ

る。２４ページ（２）居住系サービスの充実の項目目「生活体験住宅の整備・運

営」について、今年度から将来一人暮らしを希望する働く障がい者向けに、生活体

験住宅を整備した。今後は、公営住宅や民間住宅における一人暮らしが可能となる

支援体制を構築する。２６ページ（５）地域での安全安心の確保の３項目「感染症

発生時の支援体制の構築」については、障がい者部会から意見をいただいた項目で

あり、新型コロナウイルスにおける北海道などの連携や応援体制を構築するという

もの。３２ページ（４）福祉施設から一般就労への移行について、令和元年度にお

ける一般就労者数は２人であった。今後は障がい者雇用の理解を深めると共に、通

勤サポート支援など、就労を希望する方への支援体制を拡充し、年間３人以上を目

標とする。 

委員長：一括で質疑を行う。 

中田委員：２１ページ働く障がい者の通勤支援について。感染症流行の中、健常者より

感染リスクが高い。障がい者の方からは、予防接種が欠かせず少ない収入から費用

を出しているという声が上がっている。インフルエンザ予防接種の助成など検討は。 

保健福祉課長：障がい者に特化した予算はないが感染症対策は重要と考えている。感

染症対策をどう進めていくか所管課として検討していきたい。 

寺町委員：２４ページ生活体験住宅の整備・運営について。現在の利用状況は。 

障がい福祉係長：１０月からオープンしており本日まで４人、延べ６人の利用となっ

ている。 

渡辺委員：１３ページ基本目標「誰もが健康で自分らしく笑顔で暮らせるまちづくり」



に「笑顔で」と入れた理由は。 

保健福祉課長：直接的にお答えは難しいが、障がい者の方から笑顔が出てくるような

計画にしようという精神が根底にあると考えている。 

渡辺委員：精神疾患のある方など笑顔を求められることに抵抗がある方もいる。改め

て考えをお聞かせいただきたい。 

保健福祉課長：第６期策定にあたり意識しているのは現在の総合計画である。障がい

福祉に関する部分では「住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉の充実」という項

目があり、「安心」という部分が「笑顔」につながっていくと考えている。笑顔が直

接的に望めるかという認識はあるが、福祉策の展望にあって「笑顔」ということで、

「安心」という部分を表すことが必要ということでの今回の表現である。 

渡辺委員：目標の下の文章には「地域で安心して暮らせるまちづくりを目指す」との記

載がある。「安心」を「笑顔」に変えなくてもいいかと。 

保健福祉課長：「笑顔」という言葉の重みの考え方がそれぞれあるということは理解し

た。第６期については４つの重点項目をまとめたのが基本目標である。協議会で議

会から意見が出されたことを報告する。 

梶澤委員：２９ページ（１）理解と交流の促進の項目６「スポーツ・文化活動の支援」

について。スポーツを行っている障がい者の方が講演会を行うことで一般の方の理

解が広がると考える。教育委員会の生涯学習との連携が重要だと考えるが。 

保健福祉課長：令和２年度事業で、障がい者ラグビー選手の講演会を予定していたが

コロナにより中止となってしまった。障がい者の生き方や希望、健常者の障がい者

に対する理解など、そういった項目を重点的に進めていく必要があると思っている。

進めるにあたり社会教育分野、学校教育分野等十分関わってくるため、そういった

機関との連携は必要と考えている。 

中田委員：２６ページ（５）地域での安全安心の確保、項目２「災害時の安全確保」に

ついて。災害時初期の混乱時やコロナの感染時などに、病院受診の際にボランティ

アの方が保険をかけて付き添しているとの答弁が以前あった。インターネットを活

用した遠隔通訳などあるが、命の危険もあるが、ボランティアの方はそれを了承し

て個別の診察に本当に付き添いしてくれるのか。 

保健福祉課長：反問をお許しいただきたい。 

委員長：許可する。 

保健福祉課長：災害時のボランティアに関する概略をお話しいただきたい。 

中田委員：災害時やコロナ時、聴覚障がいの方が病院受診する際にボランティアの方

は付いてこられるのかという質問をしたことがあり、保険をつけてボランティアの

方が付き添するという答弁であった。実際に聴覚障がいの方がコロナに感染した場

合に、保険があるとはいえボランティアの方は本当に了承されているのか心配にな

った。 

保健福祉課長：障がい福祉係主事から説明する。 

障がい福祉係主事：役場で手話通訳の方が受診に同行できるような体制を組んでいる

が、命の危険を冒してまでとなると個人の判断になり、役場としても強制すること

はできない。保健所からタブレットの貸し出しが行われており、緊急時の受診の場



合には速やかに道と連携を取りタブレットを貸し出すという事業を現在調整してい

る段階である。 

中田委員：遠隔の手話通訳を検討しているということを理解した。聴覚障がいの方が

プライベートな相談は聞かれたくないとおっしゃっている。そういった状況は人権

問題にも関わってくる。病院職員全員でなくとも手話ができる方が増えればそうい

った問題も緩和されるのではないか。職員に手話を言語として学習する機会を設け

るような検討はされたか。 

保健福祉課長：プライベートに関わる配慮は重要だと認識している。現在役場に手話

ができる職員は１名しかいない。様々なコミュニケーションツールを検討していく

必要があると考えている。 

委員長：以上で調査事項「ウ 第６期芽室町障がい者福祉計画の策定について」を終了

する。 

 

エ １２月定例会議の振り返りについて 

委員長：資料説明を副委員長から。 

副委員長：一般質問からは、「ごみ処理基本計画」の進捗状況は早めに調査したほうが

良いと感じた、という意見。議会運営全般に関する検討では、合同委員会から「コロ

ナの対応策」については適宜委員会を開催できるよう調整願いたい、という意見が

あった。 

委員長：ごみ処理基本計画の調査は次回の委員会で調査を行う。同僚議員が一般質問

された論点などを踏まえ調査に当たっていただきたい。ほかに意見は。 

（なし） 

委員長：次回委員会で調査を行う。「コロナの対策」については、議運や総務経済常任

委員長と情報共有しながら適宜進めていきたい。ほかに意見は。 

梶澤委員：議運というよりは、それぞれの常任委員長が必要と認めたときに開催とな

るもの。両常任委員長にお任せ願いたい。 

委員長：了解した。合同委員会が必要であれば総務経済常任委員長と相談しながら、所

管事項であれば正副で判断しながら適宜進めていきたい。特に議運に上げて共有す

べき案件はないと押さえているがそれでよろしいか。 

委員長：以上で調査事項「エ １２月定例会議の振り返りについて」を終了する。自由

討議の必要はあるか。 

常通委員：必要なし。 

寺町委員：スクールバスの事故について。今日の報告と新聞報道された内容が違う。報

道では運転手曰く道路のわだちの影響でハンドル操作ができなかったと。除雪がし

っかりできていなかったからと思っている。通学路などの道路を優先して除雪が行

われていくが、道路の除雪がしっかり行われていればわだちの解消もできたのでは。

昨日も南地区は今朝の３時半頃除雪が入ったなぜこんなに遅いのか。スクールバス

はりすどん駐車場に待機しているが、そこも午前中は除雪されていなかった。除雪

が迅速に行われていれば事故も防げたのではないかと感じた。 

委員長：意見としていただく。除雪に関しては厚生所管外であるため、今後委員から更



に調査が必要とのことであれば所管委員会と調整を取っていく。 

梶澤委員：除雪に関して所管は違うが、スクールバスが通る道路ということであれば

無視できない。教育委員会が建設都市整備課に対して要請を行ってもいいと思う。

道路の境界がわからないことが今回の事故につながった。除雪体制というかうちの

地域では除雪する業者が道路の境界に冬場だけポールを立てている。そういったこ

とも重要であるため総務経済常任委員会に伝え、その中で調査していただく方法も

あるかと思う。 

委員長：正副で協議し対応したい。ほかに意見は。 

梶澤委員：公立病院からの説明。コロナワクチン接種のスケジュールなど、公立病院と

してどのように体制を整えていくのか、今後調査をしていくべきと考える。正副で

検討いただきたい。 

委員長：意見としていただく。 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程について 

 委員長：２月５日午後１時３０分から開催する。 

 

（２）その他 

 委員長：調査の経過を取りまとめ、次の委員会に申し送りができるよう現委員会の中

で意見をまとめたい。 

その他資料１令和２年度厚生文教常任委員会抽出事項（中間まとめ）について。コ

ロナ禍により事業、調査予定どおりとはならなかった。そんな中ではあるがＣＳ意

見交換会を行えた。またジモト大学について、担当課に状況確認したところ地域と

学校が関わることがなく、事業として取り組めていない状況であると正副で確認し

た。現在までの委員会の取組状況をミーティング等でまとめていく方向でよろしい

か了承いただきたい。今年度の取組についての議論を深め、まとめていく。 

   その他資料２手話言語条例に向けての取組み。意見交換会は延期している状況。

任期中の条例制定は厳しい状況である。次期委員会に継続いただけるよう調査経過

を取りまとめていかなくてはならない。委員会で方向性を決めていきたいが、意見

あれば伺う。 

  （なし） 

 委員長：委員会内での協議を深める時間をとれていない状況であるので、今後ミーテ

ィングを重ねながら意見をまとめたい。ほかに意見は。 

委員、議長、事務局ともになし。 

 

以上をもって、厚生文教常任委員会を終了する。 

傍 聴 者 数 一般者 １名 報道関係者 ０名 議員 ０名 合計 １名 

 令和３年１月２８日 

厚生文教常任委員会委員長 立川 美穂 

 


